





































































































































イプのネットワークに加え、ライディン、ホルマン（Rydin and Holman 2004）が提唱








































の後の Bowling Alone (Putnam 2000）の中で結実させている。パットナムが 2 種類の








グ・ネットワークの効果はどうであったのだろうか。1990 年から 2010 年までの 20 年




































ライディンとホルマン（前掲書）　は第 3 のタイプのソーシャル・キャピタルを 5 つ

















縁 SC と架橋縁 SC の強みを合わせもち、迅速な情報流布、資源動員力、集合行為を起

























ケール 主にミクロ マクロ又はミクロ マクロ・ミクロに跨る
連携のタイプ 水平的 水平的 水平・垂直的
部 門 の 関 与
（公・民・市民） 普通は 1 部門 1 つ又は複数 複数
































































































を表示していることになる。24 名の支縁集団は他の 6 つの結縁集団の多くとも繋がっ
ている人が多いことが図 2 からわかる。
6．リサーチクエスチョン : 支縁 SCが関わった事業の持続可能な地域作りへの貢献
は高まるか
同リサーチクエスチョンを回帰分析で調べるため、まず抽出した 69 名が行った持続
図 2　滋賀の 3種類のソーシャル・キャピタルネットワーク図　（2008 年）






の事業の「持続可能な地域づくり度」（SD 度）の評価に 69 名のアクターによる 3 段階
評価を採り入れた。リサーチクエスチョンの是非を検証するため、X を各事業の支縁
度（関わった支縁アクターの支縁度の平均値）、Y を各事業の SD 度として回帰分析を
行ったが、相関係数（r）が　0.84、決定係数（R 2）が 0.70、p 値も 0.01 以下で、各事




多様度（SC2：主に架橋縁度）、事業の継続年数（SC3）の 3 つの平均値とし （10）、X2 を
各事業の支縁度（関わった支縁アクターの支縁度の平均値）とした。X1 変数の t 値は
2.37、X2 変数の t 値は 7.15 となり、X2 変数の有意性が非常に高いことがわかった （11）。
Y   = α + β X 1 + γ X2  （X1： SC 平均　X2 : 各事業の支縁度　Y：各事業の SD 度） 
=  1.20 + 0.21X1 + 0.26X2             
　　 （5.52）（ 2.37）（7.15）  （t statistics） （出典：Kusakabe, E. 2012）








































































（1） Dudwick, N., K. Kuehnast, N. J. Veronica, and M. Woolcock, 2006, Analyzing Social Capital 
















（6） Civic engagement or civic participation is “individual and collective actions designed to 




（8） 京のアジェンダ 21 フォーラムに関する 3 種類のソーシャル・キャピタルのネットワーク図
は Kusakabe, E. （2013）で紹介している。
（9） ネットワーク分析の詳細は Kusakabe, E.（2012）に掲載している。




（11） Kusakabe, E. （2013）では、都市のまちづくり事業についてソーシャル・キャピタルの主
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